


初詣

調布市景観基本計画 を策定しました。

市民検討会や策定委員会で議論を重ね , パブリック・コメントなどを経て，調布市景観基本計
画が策定されました。
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個性的で魅力あふれる調布らしい景観づくりのためには，まず，みんなが景観に対して関心
をもち，次に，どのように景観づくりを進めていくのかの目標を共有し，そして，それぞれの役
割を考えながら，実際に行動することが大切です。
そのため，調布市では，市における景観づくりの基本的な考え方として，「調布市景観基本計
画」を定めます。

（景観基本計画策定の背景と目的　Ｐ１※）

調布市景観基本計画は、どんな目的で計画するの？

□崖線などの地形が生み出す多様な景観
□東西に横切る街道沿いに発展したまちの景観
□歴史文化資源がまちの物語を感じさせる景観
□立地環境や時期の違いにより多様な住宅地の景観
□地域コミュニティ，人のきづかいなどを感じる温かみある景観
　の５つの区分に整理しました。

（景観特性　Ｐ９～Ｐ３５※）

調布にはどんな景観があるの？

□多様な価値観も含めて『景観』とします。
□市民が日常的に眺める身近な『景観』をはぐくみます。
□地域固有の景観資源の価値を共有し『景観』を熟成します。
□市民の表情が『景観』の表情になります。

（計画における景観の捉え方　Ｐ２※）

□崖線緑地の保全，崖線・河川周辺の景観誘導など
□中心市街地の新たな景観形成，放置自転車問題の改善，屋外広告物の規制誘導など
□宅地開発，大規模開発，大規模団地再生などの望ましいあり方など
□歴史文化資源の活用，田園風景の保全など
□市民活動の支援，景観学習の場の提供，景観づくりの担い手育成など

（景観課題　Ｐ３６～Ｐ３７※）

景観ってどう考えるの？

いまどんな課題があるの？
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基本目標　～景観まちづくりの目標～

「人と自然が織りなす
　　　　　　ほっとする暮らしがみえるまち　調布」

（景観まちづくりの基本目標と基本的な考え方Ｐ３８～Ｐ３９※）

この計画の基本的な目標は？

□まちの骨格を際立たせる自然環境の景観価値の向上
□市民生活を支える基盤となる都市施設の魅力的な景観の形成
□地域の歴史文化を感じさせる景観の熟成
□地域コミュニティの存在を感じるほっとする暮らしの景観の育成
□市民のいきいきとした活動がまちの表情を豊かにする景観まちづくり

（景観まちづくりの基本方針　Ｐ４０～Ｐ５６※）

目標実現に向けてどう取り組むの？

□景観行政団体への移行，景観計画の策定，景観条例の制定
□関連施策と連携した景観形成の推進
□景観形成の推進組織・体制づくり

（総合的な景観施策の展開　Ｐ５８※）
□景観に関する市民活動の広報と情報提供
□景観シンポジウムやワークショップイベントの開催
□景観学習の推進によるまちづくり活動のリーダーとなる人材の
育成
□子どもたちに対する景観学習の充実

（景観学習の充実による担い手の育成　 Ｐ５９※）
□景観要素ごとの具体的な推進方策
身近な生活空間／住宅地，大規模開発，崖線，水辺空間，道路空間，

　駅前／商店街，都市農地，歴史文化資源，公園・緑地，公共公益施設
（景観まちづくりの具体的な推進方策　Ｐ６０～Ｐ６９※）

この計画をどのように実現していくの？

市民検討会や策定委員会 , パブリック・コメントでいただいた意見を反映した調
布市景観基本計画ができました！
詳しい内容は，ホームページや窓口でご覧ください。
来年度は，この基本計画をもとに調布市景観計画を作成していきます。みなさん
のご協力をこれからもよろしくお願いします。

※調布市景観基本計画の対応ページ数を表す。


	校了）#6調布ニュース1-4.pdf
	校了）＃6調布ニュース2-3

